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はじめに 

 

本報告書は、亀山・関テクノヒルズ開発事業の実施にあたり、「（仮称）亀山・関テクノレジダ

ンス・（仮称）白川スカイヒルタウン開発計画に係る環境影響評価書（平成５年 10 月）」（以下、

「評価書」という）及び「亀山・関テクノヒルズ開発計画に係る環境影響評価調査検討報告書（平

成７年３月、平成 14 年４月、平成 14 年９月、平成 15 年４月）」に記載した「環境保全のための

モニタリング計画」に基づき、施設供用後に行うとした事後調査のうち、平成 22 年実施分をとり

まとめたものである。 
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第１章 事業の概要 

１．事業者の氏名及び住所 

事業者の名称：住友商事株式会社 

代表者の氏名：大阪不動産建設部長 楠木 啓之 

所  在  地：大阪府大阪市中央区北浜４丁目５番 33 号 

 

２．対象事業の名称、種類及び規模 

対象事業の名称：亀山・関テクノヒルズ開発事業 

対象事業の種類：工業団地の造成事業 

対象事業の規模：事業総面積 2,312,500ｍ2（全工区） 

 

３．対象事業実施区域 

三重県亀山市白木、関町白木一色及び鷲山地内他（図１－１） 

 

４．対象事業の進捗状況 

本開発事業の進捗状況は以下のとおりで、それぞれの区画については、図１－２に示したと

おりである。 

平成 14 年４月より、第１期工区の第１期造成工事（準備・防災工）に着手し、平成 15 年５

月に第１期工区の第１期・第２期（ｅ－１・２の２区画、ｆ区画、ｇ区画、ｊ－１・２の２区

画、ｋ区画）の造成工事が完了した。 

平成 16 年７月からは、第１期工区の第３期（ｄ－２～４の３区画）の工事に着手し、平成

17 年４月に造成工事が完了した。 

平成 18 年４月からは、第１期工区の第４期（ｉ－１・２の２区画、ｎ－１・２の２区画、ｏ

－１～３の３区画、ｐ－１～４の４区画）の工事に着手し、平成 19 年４月に造成工事が完了し

た。 

また、平成 15 年８月から順次、施設の供用が始まり、平成 21 年３月現在、第１期工区のう

ち、「ｄ－２～４の３区画」、「ｅ－１・２の２区画」、「ｆ区画」、「ｇ区画」、「ｉ－１区画」、「ｋ

区画」、「ｌ区画」、「ｏ－３区画」、「ｐ－４区画」において、進出企業により施設の供用が開始

されている。 
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図１－１ 対象事業実施区域 
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図１－２ 対象事業進捗状況図 
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第２章 本調査の位置付け 

本調査は、表２－１に示したとおり、第１期工区の施設供用後（７年目）及び第１期工区の

第３期区域供用後（６年目）、第４期区域供用後（３年目）の調査である。 

 

表２－１(1) 調査一覧（第１期工区の第１期、第２期区域分） 

工事中 
工事中及び 

一部施設供用
施設供用後 

 

平成 14 年 平成 15 年 平成 16年 平成 17年 平成 18年 平成 19年 平成 20年

大気質（工事中） ○       

騒音・振動 

（工事中） 
○       

濁水（工事中） ○       

水質（供用後） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

悪臭（供用後）  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

特筆すべき植物 
○ 

(移植) 

○ 

(1 年後) 

○ 

(2 年後)

○ 

(3 年後)
 

☆ 

(5 年後) 
 

特筆すべき植物 

移植地管理 
○ ○ ○ ○ ○ ☆  

特筆すべき動物 
○ 

(1 年目) 

○ 

(2 年目) 

○ 

(3 年目)
 

○ 

(5 年目) 
 

○ 

(7 年目)

特筆すべき 

水生生物 

○ 

(1 年目) 

○ 

(2 年目) 

○ 

(3 年目)
 

○ 

(5 年目) 
 

○ 

(7 年目)

動物相  
○ 

(1 年目) 

○ 

(2 年目)

○ 

(3 年目)
 

○ 

(5 年目) 
 

※：○は過年度分、●は今回報告分、◎は次年度以降報告分、☆は動植物調査の最終年度。 

 

施設供用後 
 

平成 21年 平成 22年 平成 23年 平成 24年 平成 25 年 平成 26 年以降 

大気質（工事中）       

騒音・振動 

（工事中） 
      

濁水（工事中）       

水質（供用後） ○ ● ◎ ◎ ◎ ◎（継続） 

悪臭（供用後） ○ ● ◎ ◎ ◎ ◎（継続） 

特筆すべき植物       

特筆すべき植物 

移植地管理 
      

特筆すべき動物   
☆ 

(10 年目)
   

特筆すべき 

水生生物 
  

☆ 

(10 年目)
   

動物相 
○ 

(7 年目) 
  

☆ 

(10 年目)
  

※：○は過年度分、●は今回報告分、◎は次年度以降報告分、☆は動植物調査の最終年度。 
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表２－１(2) 調査一覧（第１期工区の第３期区域分） 

工事中 施設供用後 
 

平成 16 年 平成 17 年 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年

大気質（工事中） ○       

騒音（工事中） ○       

濁水（工事中） ○       

水質（供用後）  △ △ △ △ △ ▲ 

悪臭（供用後）  △ △ △ △ △ ▲ 

特筆すべき植物 
△ 

(1 年後) 

△ 

(2 年後) 
 

△ 

(3 年後) 
 

☆ 

(5 年後) 
 

特筆すべき植物 

移植地管理 
△ △ △ △ ○ ☆  

特筆すべき動物 
△ 

(1 年目) 

○ 

(2 年目) 

△ 

(3 年目) 
 

△ 

(5 年目) 
 

● 

(7 年目) 

特筆すべき動物 

（ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ） 

○ 

(移殖) 

○ 

(1 年後) 

△ 

(2 年後) 

○ 

(3 年後) 
 

○ 

(5 年後) 
 

特筆すべき 

水生生物 

△ 

(1 年目) 

○ 

(2 年目) 

△ 

(3 年目) 
 

△ 

(5 年目) 
 

● 

(7 年目) 

動物相  
△ 

(1 年目) 
 

△ 

(3 年目) 
 

△ 

(5 年目) 
 

※：○は過年度分、●▲は今回報告分、◎は次年度以降報告分、△は第１期、第２期区域の調査で実施、 

☆は動植物調査の最終年度。 

 

施設供用後 
 

平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年以降 

大気質（工事中）      

騒音（工事中）      

濁水（工事中）      

水質（供用後） △ △ △ △ △ 

悪臭（供用後） △ △ △ △ △ 

特筆すべき植物      

特筆すべき植物 

移植地管理 
     

特筆すべき動物   
☆ 

(10 年目)
  

特筆すべき動物 

（ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ） 

◎ 

(7 年後) 
  

☆ 

(10 年後)
 

特筆すべき 

水生生物 
  

☆ 

(10 年目)
  

動物相 
◎ 

(7 年目) 
  

☆ 

(10 年目)
 

※：◎は次年度以降報告分、△は第１期、第２期区域の調査で実施、☆は動植物調査の最終年度。 
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表２－１(3) 調査一覧（第１期工区の第４期区域分） 

工事中 施設供用後 
 

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

大気質（工事中） ○       

騒音（工事中） ○       

濁水（工事中） ○ ○      

水質（供用後）        

悪臭（供用後）        

特筆すべき植物 
○ 

(移植) 

△ 

(1 年後) 

○ 

(2 年後)

△ 

(3 年後)
 

☆ 

(5 年後) 
 

特筆すべき植物 

移植地管理 
△ △ △ △ ● ☆  

動物相   ○  ●  △ 

※：●は今回報告分、◎は次年度以降報告分、△は第１期、第２期区域又は第３期区域の調査で実施、 

☆は植物調査の最終年度。 

 

施設供用後 
 

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

大気質（工事中）      

騒音（工事中）      

濁水（工事中）      

水質（供用後）      

悪臭（供用後）      

特筆すべき植物      

特筆すべき植物 

移植地管理 
     

動物相  △   ☆ 

※：△は第１期、第２期区域の調査で実施、☆は植物調査の最終年度。 
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第３章 第１期工区の供用後に係る事後調査 

１．水 質 

１－１ 調査概要 

施設の供用に伴い、施設からの排水が放流先河川である鈴鹿川及び水道水源に与える影響を

把握するため、調査を実施した。 

また、回復緑地へ施肥することで、肥料に含まれる窒素及び燐が降雨により流出する恐れが

あるため、調整池出口において雨水排水調査を実施した。 

 

１－１－１ 河川水 

（１）調査年月日及び調査内容 

調査年月日及び調査内容は表３－１－１に示したとおりである。 

 

表３－１－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 22 年 ４月 30 日 

平成 22 年 ５月 19 日 
生活環境項目 

平成 22 年 ６月 24 日 
生活環境項目 

健康項目 

平成 22 年 ７月 22 日 

平成 22 年 ８月 ８日 

平成 22 年 ９月 22 日 

平成 22 年 10 月 20 日 

平成 22 年 11 月 24 日 

生活環境項目 

平成 22 年 12 月 ８日 
生活環境項目 

健康項目 

平成 23 年 １月 19 日 

平成 23 年 ２月 16 日 

平成 23 年 ３月 ９日 

生活環境項目 
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（２）調査地点 

河川の水質調査は、図３－１－１に示した鈴鹿川の現況調査地点１地点において実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１－１ 水質調査地点 

 

（３）調査項目及び分析方法 

調査項目及び分析方法は、表３－１－２に示したとおりである。 

 

● 

■ 

▲ 

Ｂ 

凡 例 

●：鈴鹿川 

■：調整池（Ａ、Ｂ） 

▲：水道水源（第５水源） 

 

Ａ 
■ 

水道水源

鈴鹿川 
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表３－１－２ 調査項目及び分析方法 

調査項目 分析方法 

生

活

環

境

項

目 

ｐＨ 

ＢＯＤ 

ＣＯＤ 

浮遊物質量（ＳＳ） 

ｎ－ヘキサン抽出物質 

全窒素 

全燐 

溶存酸素（ＤＯ） 

大腸菌群数 

JIS K0102 12.1 

JIS K0102 21 及び 32.3 

JIS K0102 17 

昭和 46 環告 59 号付表８ 

昭和 46 環告 59 号付表 10 

JIS K0102 45.4 

JIS K0102 46.3 

JIS K0102 32.1 

昭和 46 年環告 59 号別表２ 

健

康

項

目 

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ 

ふっ素 

ほう素 

全シアン 

カドミウム 

鉛 

六価クロム 

総水銀 

アルキル水銀 

砒素 

セレン 

ＰＣＢ 

チウラム 

シマジン 

チオベンカルブ 

トリクロロエチレン 

テトラクロロエチレン 

四塩化炭素 

1,1,1-トリクロロエタン 

1,1,2-トリクロロエタン 

ジクロロメタン 

1,2-ジクロロエタン 

1,1-ジクロロエチレン 

シス-1,2-ジクロロエチレン 

1,3-ジクロロプロペン 

ベンゼン 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 

昭和 46 環告 59 号付表７ 

昭和 46 環告 59 号付表６ 

JIS K0102 47.4 

JIS K0102 38.1.2 及び 38.3 

JIS K0102 55.3 

JIS K0102 54.3 

JIS K0102 65.2.4 

昭和 46 環告 59 号付表１ 

昭和 46 環告 59 号付表２ 

JIS K0102 61.3 

JIS K0102 67.3 

昭和 46 環告 59 号付表３ 

昭和 46 環告 59 号付表４ 

昭和 46 環告 59 号付表５第１ 

昭和 46 環告 59 号付表５第１ 

JIS K0125 5.2 

JIS K0125 5.2 

JIS K0125 5.2 

JIS K0125 5.2 

JIS K0125 5.2 

JIS K0125 5.2 

JIS K0125 5.2 

JIS K0125 5.2 

JIS K0125 5.2 

JIS K0125 5.2 

JIS K0125 5.2 

JIS K0102 43 
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（４）調査結果 

放流先河川である鈴鹿川の水質調査結果は表３－１－３に示したとおりである。 

鈴鹿川（鈴国橋より上流）には環境基準のＡＡ類型が指定されており、今回の結果を環境基

準と比較すると、８月はｐＨが、４月、８月、11 月、12 月はＢＯＤが、全ての月の大腸菌群数

が環境基準値を上回る値であったが、その他については、同基準を満足していた。 

また、健康項目の調査では、硝酸性・亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう素を除く全ての項目で定

量下限値未満であり、また検出された３項目についても、その値は小さく、それぞれ環境基準

を満足していた。 
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表３－１－３(1) 水質調査結果（平成 22 年４月～９月） 

平成 22 年 
項目 単位 環境基準※ 

4月 30日 5月 19日 6月 24 日 7 月 22 日 8 月 4 日 9 月 22 日

水素ｲｵﾝ濃度(pH) － 6.5～8.5 7.4 7.9 7.6 7.8  8.7 8.0 

生物化学的酸素

要求量(BOD) 
mg-O/L 1 以下 1.1 1.0 <0.5 <0.5 1.1 0.6 

化学的酸素要求

量(COD) 
mg-O/L － 2.4 1.9 2.1 1.8  2.1 1.9 

浮遊物質量（SS） mg/L 25 以下 4.7 2.8 1.1 <1.0 1.5 <1.0

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L － 
検出せず 

(0.5未満)

検出せず 

(0.5未満)

検出せず 

(0.5未満) 

検出せず 

(0.5未満) 

検出せず 

(0.5未満) 

検出せず 

(0.5未満) 

全窒素 mg-N/L － 0.89 0.94 0.79 0.79  0.52 1.1 

全燐 mg-P/L － 0.023 0.014 0.026 0.018  0.012 0.016 

溶存酸素(DO) mg-O/L 7.5 以上 10 9.9 8.3 7.8  11 8.6 

大腸菌群数(MPN) MPN/100mL 50 以下 490 1700 3300 1100  3300 4900 

1,4-ジオキサン mg/L 0.05 以下 － － <0.005 － － －

カドミウム mg/L 0.01 以下 － － <0.001 － － －

全シアン mg/L 検出されないこと － －
検出せず 

(0.1未満) 
－ － －

鉛 mg/L 0.01 以下 － － <0.005 － － －

六価クロム mg/L 0.05 以下 － － <0.02 － － －

砒素 mg/L 0.01 以下 － － <0.005 － － －

総水銀 mg/L 0.0005 以下 － － <0.0005 － － －

アルキル水銀 mg/L 検出されないこと － －
検出せず 

（0.0005未満)
－ － －

ＰＣＢ mg/L 検出されないこと － －
検出せず 

（0.0005未満)
－ － －

ジクロロメタン mg/L 0.02 以下 － － <0.002 － － －

四塩化炭素 mg/L 0.002 以下 － － <0.0002 － － －

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.004 以下 － － <0.0004 － － －

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02 以下 － － <0.002 － － －

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚ

ﾝ 
mg/L 0.04 以下 － － <0.004 － － －

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L １以下 － － <0.0005 － － －

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.006 以下 － － <0.0006 － － －

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03 以下 － － <0.002 － － －

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁｴﾝ mg/L 0.01 以下 － － <0.0005 － － －

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.002 以下 － － <0.0002 － － －

チウラム mg/L 0.006 以下 － － <0.0006 － － －

シマジン mg/L 0.003 以下 － － <0.0003 － － －

チオベンカルブ mg/L 0.02 以下 － － <0.002 － － －

ベンゼン mg/L 0.01 以下 － － <0.001 － － －

セレン mg/L 0.01 以下 － － <0.002 － － －

硝酸性・ 

亜硝酸性窒素 
mg/L 10 以下 － － 0.71 － － －

ふっ素 mg/L 0.8 以下 － － 0.09 － － －

ほう素 mg/L 1 以下 － － 0.02 － － －

※：「水質汚濁に係る環境基準について（昭和 46年 12 月 28 日、環境庁告示第 59 号）」 
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表３－１－３(2) 水質調査結果（平成 22 年 10 月～平成 23 年３月） 

平成 22 年 平成 23 年 
項目 単位 環境基準※ 

10月20日 11月24日 12月8日 1月19日 2月16日 3月9日 

水素ｲｵﾝ濃度(pH) － 6.5～8.5 7.9 7.4 7.3 7.9  7.4 7.6 

生物化学的酸素

要求量(BOD) 
mg-O/L 1 以下 <0.5 1.1 1.3 <0.5 <0.5 0.5 

化学的酸素要求

量(COD) 
mg-O/L － 1.1 1.2 1.2 1.3  1.4 1.2 

浮遊物質量（SS） mg/L 25 以下 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L － 
検出せず 

(0.5未満)

検出せず 

(0.5未満)

検出せず 

(0.5未満) 

検出せず 

(0.5未満) 

検出せず 

(0.5未満) 

検出せず 

(0.5未満) 

全窒素 mg-N/L － 1.3 1.1 1.4 1.1  1.3 1.2 

全燐 mg-P/L － 0.010 0.007 0.012 0.020  0.017 0.011 

溶存酸素(DO) mg-O/L 7.5 以上 10 11 10 12  12 12 

大腸菌群数(MPN) 
MPN/100

mL 
50 以下 3300 490 330 220  460 490 

1,4-ジオキサン mg/L 0.05 以下 － － <0.005 － － －

カドミウム mg/L 0.01 以下 － － <0.001 － － －

全シアン mg/L 検出されないこと － －
検出せず 

(0.1未満) 
－ － －

鉛 mg/L 0.01 以下 － － <0.005 － － －

六価クロム mg/L 0.05 以下 － － <0.02 － － －

砒素 mg/L 0.01 以下 － － <0.005 － － －

総水銀 mg/L 0.0005 以下 － － <0.0005 － － －

アルキル水銀 mg/L 検出されないこと － －
検出せず 

（0.0005未満)
－ － －

ＰＣＢ mg/L 検出されないこと － －
検出せず 

（0.0005未満)
－ － －

ジクロロメタン mg/L 0.02 以下 － － <0.002 － － －

四塩化炭素 mg/L 0.002 以下 － － <0.0002 － － －

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.004 以下 － － <0.0004 － － －

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.1 以下 － － <0.002 － － －

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚ

ﾝ 
mg/L 0.04 以下 － － <0.004 － － －

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 1 以下 － － <0.0005 － － －

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.006 以下 － － <0.0006 － － －

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03 以下 － － <0.002 － － －

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁｴﾝ mg/L 0.01 以下 － － <0.0005 － － －

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.002 以下 － － <0.0002 － － －

チウラム mg/L 0.006 以下 － － <0.0006 － － －

シマジン mg/L 0.003 以下 － － <0.0003 － － －

チオベンカルブ mg/L 0.02 以下 － － <0.002 － － －

ベンゼン mg/L 0.01 以下 － － <0.001 － － －

セレン mg/L 0.01 以下 － － <0.002 － － －

硝酸性・亜硝酸性

窒素 
mg/L 10 以下 － － 1.5 － － －

ふっ素 mg/L 0.8 以下 － － <0.08 － － －

ほう素 mg/L 1 以下 － － 0.03 － － －
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１－１－２ 雨水排水 

（１）調査年月日及び調査内容 

調査年月日及び調査内容は表３－１－４に示したとおりである。 

 

表３－１－４ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 22 年 ４月 28 日 

平成 22 年 ７月 14 日 

平成 22 年 12 月 ３日 

平成 23 年 ２月 15 日 

雨水排水 

 

（２）調査地点 

調査地点は前掲の図３－１－１に示したとおり、２ヶ所の調整池（Ａ、Ｂ）出口とした。 

 

（３）調査項目及び分析方法 

調査項目及び分析方法は、表３－１－５に示したとおりである。 

 

表３－１－５ 調査項目及び分析方法 

調査項目 分析方法 

ｐ Ｈ 

ＢＯＤ 

全窒素 

全 燐 

JIS K0102 12.1 

JIS K0102 21 及び 32.3 

JIS K0102 45.4 

JIS K0102 46.3 

 



 14

（４）調査結果 

調査の結果は表３－１－６に示したとおりであり、調整池Ａでは、ｐＨは 6.8～7.7、ＢＯＤ

は 1.2～5.1mg-O/L、全窒素は 0.55～0.99mg-N/L、全燐は 0.023～0.042mg-P/L、調整池Ｂでは、

ｐＨは 7.1～7.9、ＢＯＤは 0.6～2.6mg-O/L、全窒素は 0.48～0.74mg-N/L、全燐は 0.015～

0.098mg-P/L であった。 

なお、参考として昨年度の調査結果を表３－１－７に示したが、今回の値は一部で昨年度を

を上回る値もみられたが、調整池Ａ、Ｂとも概ね昨年度より低い値が多くみられた。 

 

表３－１－６ 調整池出口における調査結果 

調整池Ａ 調整池Ｂ 
項目 単位 

4月28日 7月14日 12月3日 2月15日 4月28日 7月14日 12月3日 2月15日

水素ｲｵﾝ濃度 

(pH) 
－ 7.3 7.1 6.8 7.7 7.5 7.4 7.1 7.9 

生物化学的酸

素要求量(BOD) 
mg-O/L 2.4 1.2 3.4 5.1 1.9 1.2 2.6 0.6 

全窒素 mg-N/L 0.55 0.71 0.71 0.99 0.48 0.48 0.61 0.74 

全燐 mg-P/L 0.023 0.028 0.042 0.031 0.031 0.024 0.098 0.015 

水温 ℃ 14.8 23.0 12.9 5.2 14.6 24.2 13.2 5.1 

気温 ℃ 21.8 24.3 17.0 3.8 21.8 24.3 18.2 3.1 

 

表３－１－７ 調整池出口における調査結果（参考：平成 21 年度） 

調整池Ａ 調整池Ｂ 
項目 単位 

5月18日 7月22日 10月1日 2月2日 5月18日 7月22日 10月1日 2月2日

水素ｲｵﾝ濃度 

(pH) 
－ 7.8 7.6 7.5 7.2 8.2 8.0 8.2 7.4

生物化学的酸

素要求量(BOD) 
mg-O/L 2.2 2.4 2.5 3.9 1.2 2.9 1.6 1.7 

全窒素 mg-N/L 0.63 0.75 1.0 1.0 0.81 0.67 0.61 0.70 

全燐 mg-P/L 0.027 0.044 0.038 0.036 0.027 0.040 0.016 0.025 

水温 ℃ 23.0 25.0 22.3 7.5 23.5 25.8 23.1 7.3 

気温 ℃ 27.5 30.0 23.0 10.5 26.8 30.0 23.0 10.0 
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１－１－３ 水道水源 

（１）調査年月日及び調査内容 

調査年月日及び調査内容は表３－１－８に示したとおりである。 

 

表３－１－８ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 22 年 ４月 26 日 

平成 22 年 ５月 24 日 
水道水一般検査項目 

平成 22 年 ６月 17 日 
水道水一般検査項目 

水道水精密検査項目 

平成 22 年 ７月 29 日 

平成 22 年 ８月 22 日 

平成 22 年 ９月 19 日 

平成 22 年 10 月 21 日 

平成 22 年 11 月 18 日 

平成 22 年 12 月 15 日 

平成 23 年 １月 19 日 

平成 23 年 ２月 17 日 

平成 23 年 ３月 ９日 

水道水一般検査項目 

 

（２）調査地点 

調査地点は前掲の図３－１－１に示した第５水源において調査を実施した。 

 

（３）調査項目及び分析方法 

調査項目及び分析方法は、表３－１－９に示したとおりである。 
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表３－１－９ 調査項目及び分析方法 

調査項目 分析方法 

一般細菌 

大腸菌 

塩化物イオン 

有機物（ＴＯＣ） 

ｐＨ値 

臭気 

色度 

濁度 

残留塩素 

カドミウム 

水銀 

セレン 

鉛 

ヒ素 

六価クロム 

シアン 

硝酸性及び亜硝酸性窒素 

フッ素 

ホウ素 

四塩化炭素 

1,4-ジオキサン 

ｼｽ及びﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

ジクロロメタン 

テトラクロロエチレン 

トリクロロエチレン 

ベンゼン 

亜鉛 

アルミニウム 

鉄 

銅 

ナトリウム 

マンガン 

ｶﾙｼｳﾑ､ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度） 

蒸発残留物 

陰イオン界面活性剤 

ジェオスミン 

2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ 

非イオン界面活性剤 

フェノール類 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第１ 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第２ 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 13 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 30 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 31 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 34 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 36 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 41 

平成 15 年厚生労働省告示第 318 号 別表第１ 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第６ 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第７ 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第６ 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第６ 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第６ 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第６ 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 12 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 13 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 13 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第６ 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 14 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 14 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 14 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 14 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 14 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 14 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 14 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第６ 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第６ 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第５ 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第６ 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第５ 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第６ 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 22 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 23 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 24 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 26 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 26 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 28 

平成 15 年厚生労働省告示第 261 号 別表第 29 
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（４）調査結果 

調査の結果は表３－１－10 に示したとおりであり、全ての項目、調査日とも、水質基準を満

足していた。 

また、年１回実施した精密検査項目では、フッ素、ホウ素、ナトリウム、カルシウム・マグ

ネシウム等（硬度）、蒸発残留物が検出されたが、いずれもその値は小さく、水質基準を満足し

ていた。 
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表３－１－10(1) 水道水源調査結果（平成 22 年４月～９月） 

平成 22 年 
項目 単位 基準値※ 

4月26日 5月24日 6月 17 日 7月22日 8月19日 9月16日

一般細菌 個/mL 100 以下 0 0 0 0 3 0

大腸菌 － 検出されないこと 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性

塩化物イオン mg/L 200 以下 9.6 5.8 6.0 8.8 5.3 7.3

有機物（ＴＯＣ） mg/L 5 以下 <0.3 0.3 0.3 <0.3 0.3 <0.3

ｐＨ値 － 5.8～8.6 6.4 6.9 6.6 6.3  6.6 6.3 

臭気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 度 5 以下 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

濁度 度 2 度以下 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

残留塩素 mg/L   <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

硝酸態窒素及び亜硝酸

態窒素 
mg/L 10 以下 1.5 1.7 1.6 1.7  1.3 1.4

ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその化合物 mg/L 0.01 以下 － － <0.0003 － － －

水銀及びその化合物 mg/L 0.0005 以下 － － <0.00005 － － －

ｾﾚﾝ及びその化合物 mg/L 0.01 以下 － － <0.001 － － －

鉛及びその化合物 mg/L 0.01 以下 － － <0.001 － － －

ヒ素及びその化合物 mg/L 0.01 以下 － － <0.001 － － －

六価ｸﾛﾑ化合物 mg/L 0.05 以下 － － <0.005 － － －

ｼｱﾝ化物ｲｵﾝ及び塩化ｼｱ

ﾝ 
mg/L 0.01 以下 － － <0.001 － － －

フッ素及びその化合物 mg/L 0.8 以下 － － 0.12 － － －

ホウ素及びその化合物 mg/L 1.0 以下 － － 0.02 － － －

四塩化炭素 mg/L 0.002 以下 － － <0.0002 － － －

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ mg/L 0.05 以下 － － <0.005 － － －

ｼｽ及びﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛ

ｴﾁﾚﾝ 
mg/L 0.04 以下 － － <0.001 － － －

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ mg/L 0.02 以下 － － <0.001 － － －

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.01 以下 － － <0.001 － － －

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03 以下 － － <0.001 － － －

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ mg/L 0.01 以下 － － <0.001 － － －

亜鉛及びその化合物 mg/L 1.0 以下 － － <0.005 － － －

ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びその化合物 mg/L 0.2 以下 － － <0.02 － － －

鉄及びその化合物 mg/L 0.3 以下 － － <0.03 － － －

銅及びその化合物 mg/L 1.0 以下 － － <0.01 － － －

ﾅﾄﾘｳﾑ及びその化合物 mg/L 200 以下 － － 9.1 － － －

ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物 mg/L 0.05 以下 － － <0.005 － － －

ｶﾙｼｳﾑ､ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬

度） 
mg/L 300 以下 － － 43 － － －

蒸発残留物 mg/L 500 以下 － － 92 － － －

陰イオン界面活性剤 mg/L 0.2 以下 － － <0.02 － － －

ｼﾞｪｵｽﾐﾝ mg/L 0.00001 以下 － － <0.000001 － － －

2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ mg/L 0.00001 以下 － － <0.000001 － － －

非ｲｵﾝ界面活性剤 mg/L 0.02 以下 － － <0.005 － － －

ﾌｪﾉｰﾙ類 mg/L 0.005 以下 － － <0.0005 － － －

※：「水質基準に関する省令」（平成 15年５月 30 日、厚労令 101） 
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表３－１－10(2) 水道水源調査結果（平成 22 年 10 月～平成 23 年１月） 

平成 22 年 平成 23 年 
項目 単位 基準値※ 

10月21日 11月18日 12月15日 1月 19日 2月 17日 3 月 9 日

一般細菌 個/mL 100 以下 3 0 0 0 0 11

大腸菌 － 検出されないこと 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性

塩化物イオン mg/L 200 以下 4.7 6.1 6.2 6.1 7.5 9.5

有機物（ＴＯＣ） mg/L 5 以下 <0.3 <0.3 <0.3 <0.3 <0.3 <0.3

ｐＨ値 － 5.8～8.6 6.5 6.5 6.4 6.5 7.0 6.4 

臭気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 度 5 以下 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 0.5 <0.5

濁度 度 2 度以下 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

残留塩素 mg/L   <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

硝酸態窒素及び亜硝酸

態窒素 
mg/L 10 以下 1.9 1.4 1.5 1.6 2.0 1.5

※：「水質基準に関する省令」（平成 15年５月 30 日、厚労令 101） 
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２．悪 臭 

２－１ 調査概要 

施設の供用に伴い、施設から発生する悪臭が周辺集落に影響を及ぼす恐れがあること及び、

当該地域が、悪臭防止法第３条の規定に基づく工場その他の事業場における事業活動に伴って

発生する悪臭原因物の排出を規制する地域に指定されていることから、事業実施区域の風下側

敷地境界において調査を実施した。 

 

２－２ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日及び調査内容は表３－２－１に示したとおりである。 

 

表３－２－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 23 年２月 24 日 施設供用時における悪臭調査 

 

２－３ 調査地点 

調査地点は、図３－２－１に示したとおり調査当日の風向を考慮し、事業実施区域敷地境界

の風下側の１地点とした。 
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図３－２－１ 悪臭調査地点 

 

● 

凡 例 

 ● ：調査地点 
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２－４ 調査項目及び分析方法 

調査項目及び分析方法は、表３－２－２に示したとおりである。 

 

表３－２－２ 調査方法及び分析方法 

項 目 分析方法 

アンモニア 昭和47年環境庁告示第９号別表第１ 

メチルメルカプタン 

硫化水素 

硫化メチル 

二硫化メチル 

昭和47年環境庁告示第９号別表第２ 

トリメチルアミン 昭和47年環境庁告示第９号別表第３ 

アセトアルデヒド 

プロピオンアルデヒド 

ノルマルブチルアルデヒド 

イソブチルアルデヒド 

ノルマルバレルアルデヒド 

イソバレルアルデヒド 

昭和47年環境庁告示第９号別表第４の１ 

イソブタノール 昭和47年環境庁告示第９号別表第５ 

酢酸エチル 

メチルイソブチルケトン 
昭和47年環境庁告示第９号別表第６の２ 

トルエン 

スチレン 

キシレン 

昭和47年環境庁告示第９号別表第７の２ 

プロピオン酸 

ノルマル酪酸 

ノルマル吉草酸 

イソ吉草酸 

昭和47年環境庁告示第９号別表第８ 

風 向 

風 速 

気 温 

気 

象 

湿 度 

地上気象観測指針（気象庁）による 

 

２－５ 調査結果 

調査の結果、表３－２－３に示したとおり、全ての項目で定量下限値未満であり、敷地境界

における規制基準を満足していた。 
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表３－２－３ 調査結果 

項  目 単 位 排出規制基準※ 調査結果 

 アンモニア ppm   １以下 <0.1 

 ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌ゚ ﾀﾝ ppm   0.002 以下 <0.0002 

 硫化水素 ppm   0.02 以下 <0.002 

 硫化メチル ppm   0.01 以下 <0.001 

 二硫化メチル ppm   0.009 以下 <0.0009 

 ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ ppm   0.005 以下 <0.0005 

 ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ppm   0.05 以下 <0.01 

 ﾌ゚ ﾛﾋ゚ ｵﾝｱﾙﾃ゙ ﾋﾄ゙  ppm   0.05 以下 <0.01 

 ﾉﾙﾏﾙﾌ゙ ﾁﾙｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ ppm   0.009 以下 <0.002 

 ｲｿﾌ゙ ﾁﾙｱﾙﾃ゙ ﾋﾄ゙  ppm   0.02 以下 <0.002 

 ﾉﾙﾏﾙﾊ゙ ﾚﾙｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ ppm   0.009 以下 <0.002 

 ｲｿﾊ゙ ﾚﾙｱﾙﾃ゙ ﾋﾄ゙  ppm   0.003 以下 <0.002 

 ｲｿﾌ゙ ﾀﾉｰﾙ ppm   0.9 以下 <0.09 

 酢酸エチル ppm   3 以下 <0.3 

 ﾒﾁﾙｲｿﾌ゙ ﾁﾙｹﾄﾝ ppm   1 以下 <0.1 

 トルエン ppm  10 以下 <1 

 スチレン ppm   0.4 以下 <0.04 

 キシレン ppm   1 以下 <0.1 

 プロピオン酸 ppm   0.03 以下 <0.003 

 ノルマル酪酸 ppm   0.001 以下 <0.0005 

 ノルマル吉草酸 ppm   0.0009 以下 <0.0005 

 イソ吉草酸 ppm   0.001 以下 <0.0005 

 天 候 － － 曇 

 気 温 ℃ － 10.6 

 湿 度 ％ － 88 

 風 向 － － NNE 

気 
 

象 

 風 速 ｍ/ｓ － 0.5 

※排出規制基準：悪臭防止法の規定に基づく規制地域の指定及び規

制基準（平成10年７月10日三重県告示第323号） 
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３．特筆すべき植物 

３－１ 調査概要 

特筆すべき植物移植地において、除草等の移植地管理作業を行った。 

 

３－２ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日及び調査内容は表３－３－１に示したとおりである。 

 

表３－３－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 22 年 ４月 30 日 

平成 22 年 ５月 21 日 

平成 22 年 ６月 28 日 

平成 22 年 ７月 ８日 

平成 22 年 ８月 18 日 

平成 22 年 ９月 13 日 

平成 22 年 10 月 13 日 

平成 23 年 ３月 10 日 

移植地管理 

 

３－３ 調査位置 

管理作業は、図３－３－１に示した特筆すべき植物移植地のうちの№２で実施した。 

（№１、№３、４は既に調査が完了しているため、実施していない） 

 

３－４ 調査結果 

移植を行った種の生育を良好に保つため、移植地について除草等の管理作業を行った。 
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図３－３－１ 移植地管理作業実施場所 

 

●

№２

凡 例 

●：特筆すべき植物移植地 
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４．陸生動物（鳥類相） 

４－１ 調査概要 

施設供用後の鳥類相を把握するため、春季に調査を実施した。 

 

４－２ 調査年月日及び調査方法 

調査年月日及び調査方法は表３－４－１に示したとおりである。 

なお、調査はルートセンサス調査とし、予め設定したルートを時速２km 程度の速さで踏査し、

片側 25ｍ（両側で 50ｍ）の範囲内に出現する鳥類の種及び個体数を記録した。 

 

表３－４－１ 調査年月日及び調査方法 

時 季 調査年月日 調査方法 

春 季 平成 22 年 ５月 21 日 ルートセンサス法 

 

４－３ 調査範囲及び踏査ルート 

調査範囲は、図３－４－１に示したとおりであり、事業実施区域北側及び南側の残存緑地や

事業実施区域周辺を通る２ルートを設定した。 
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図３－４－１ 鳥類相踏査ルート 

凡 例 

：踏査ルート 

：事業実施区域 

 

ルート２ 

ルート１ 
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４－４ 調査結果 

調査の結果、表３－４－２に示したとおり、６目 15 科 19 種の鳥類を確認した。 

確認した鳥類 19 種のうち、留鳥が 16 種とほとんどを占め、他、夏鳥のツバメ１種、外来種

（家禽類）のカワラバト、コジュケイの各１種であった。 

確認種は、当該地域の環境を反映して、里山から低山地にかけて普通に見られる種で構成さ

れていた。 

目別に見てみると、スズメ目が 12 種と最も多く確認し、その他、コウノトリ目、ハト目が２

種、カッコウ目、キツツキ目、キジ目はそれぞれ１種のみの確認であった。 

 

表３－４－２ 鳥類確認種一覧 

目 科 種 名 学 名 
渡り 

区分 
ﾙｰﾄ１ ﾙｰﾄ２ 

ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba 留鳥   1 

    ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥 1   

ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥   2 

    ｶﾜﾗﾊﾞﾄ Columba livia 外来種   2 

ｶｯｺｳ ｶｯｺｳ ﾎﾄﾄｷﾞｽ Cuculus poliocephalus 夏鳥   1 

ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki  留鳥 1   

ｽｽﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥   3 

  ｾｷﾚｲ ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba 留鳥 1   

    ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis 留鳥   1 

  ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥 5 3 

  ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone 留鳥 1 5 

  ｼｼﾞｭｳｶﾗ ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 留鳥   1 

  ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonicus 留鳥 3   

  ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Emberiza cioides 留鳥 4   

  ｱﾄﾘ ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥 2 1 

  ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥 3 1 

  ｶﾗｽ ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥 1 1 

    ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥 1 3 

ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica 外来種   1 

種数 11 14 
6 目 15 科 19 種 

個体数 23 26 

※「渡り区分」については、「三重県立博物館研究報告 自然科学第１号 ２．三重県

の鳥類相（1979.3、三重県立博物館）」によった。 
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４－５ 鳥群集の多様度 

ルートセンサス調査結果に基づき、全多様度（Ｉ）及び平均多様度（Ｈ´）を求め、調査時

季毎、ルート毎に群集構造の複雑さを比較した。 

算出に用いた式は次に示すとおりであり、これにより求められた多様度指数は表３－４－３

に示したとおりである。 

平均多様度（Ｈ´）の数値が高いことは、その群集が特定の種に偏ることなく複雑であるこ

とを表している。 

今回の調査の結果、ここ数年の同様の傾向で、ルート２がルート１よりも平均多様度（Ｈ´）

の値が大きい結果であった。 

種数や個体数でみると、確認種数は、ルート１、ルート２ともこれまでの調査と同程度の確

認状況であったが、確認個体数では、過去最小の確認数であった。 

今回の調査結果を現況調査と比較すると、ルート１は今回の調査時が、ルート２は現況調査

当時の種数・個体数が多い結果であった。 

現況調査時のルート１、８（注）とも出現状況に偏りがあったものと思われ、平均多様度（Ｈ

´）は今回の方が高い結果となった。 

一方、昨年の結果と比較すると、確認個体数は昨年度より少ない結果であったが、種数、多

様度の値では昨年と同程度であり、現況調査当時よりも多様な状況であることが伺えた。 

このことから、今回調査を実施した緑地では、現況調査当時よりも生息する鳥類の種構成が

多様になり、さらにその環境が維持されているものと考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)：事後調査における「ルート１」が現況調査時の「ルート１」に、同じく「ルート２」が「ルート８」にそれぞれ

類似した踏査ルートになる。 

ブライロンの情報量方程式（単位：ビット） 

 

              Ｎ！ 

全多様度（Ｉ）＝              

         ｎ１！ｎ２！・・・ｎｓ！ 

 

シャノン・ウイーバーの平均多様度（Ｈ´）（単位：ビット） 

 

           ｓ   ｎｉ       ｎｉ 

平均多様度（Ｈ´）＝－Σ     ｌｏｇ２    

           ｉ＝１  Ｎ       Ｎ 

 

但し ｎｉ：種ｉの個体数、Ｎ：総個体数、Ｓ：種類数 
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表３－４－３ ラインセンサスにおける各ルートの多様度指数 

春 季 

平成 22 年度 

事後調査 

平成 21 年度 

事後調査 

平成 20 年度 

事後調査 

平成 19 年度 

事後調査 
 

ﾙｰﾄ 1 ﾙｰﾄ 2 ﾙｰﾄ 1 ﾙｰﾄ 2 ﾙｰﾄ 1 ﾙｰﾄ 2 ﾙｰﾄ 1 ﾙｰﾄ 2

種類数（Ｓ） 11 14 12 15 12 14 11 15 

総個体数（Ｎ） 23 26 58 27 55 30 44 31 

平均多様度（Ｈ´） 3.2 3.6 3.1 3.6 2.9 3.7 3.0 3.6 

 

春 季 

平成 17 年度 

事後調査 

平成 16 年度 

事後調査 
現況調査時  

ﾙｰﾄ 1 ﾙｰﾄ 2 ﾙｰﾄ 1 ﾙｰﾄ 2 ﾙｰﾄ 1 ﾙｰﾄ 8 

種類数（Ｓ） 20 11 14 19 10 19 

総個体数（Ｎ） 58 38 39 63 30 73 

平均多様度（Ｈ´） 4.0 3.1 3.5 3.8 1.2 2.4 

※事後調査における「ルート１」が現況調査時の「ルート１」に、同じく「ルート２」が「ルート８」に

それぞれ類似した踏査ルートになる。 
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５．特筆すべき動物 

５－１ 調査概要 

第１期工区の事業の実施が、特筆すべき動物の生息に与える影響を把握するために調査を実施

した。 

なお、オオタカについては、将来着手が予定されている第２期工区（関工区）予定区域の現在

の利用状況を把握することを目的に、関工区予定区域において調査を実施した。 

 

５－２ ニホンカモシカ 

５－２－１ 調査年月日及び調査内容 

事業実施区域及びその周辺において、ニホンカモシカの生息確認調査を実施した。 

調査年月日は表３－５－１に示したとおりである。 

 

表３－５－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 23 年１月 14 日 生息確認調査 

 

５－２－２ 調査ルート 

調査ルートは図３－５－１に示した第１期工区北側の未改変区域及び、現況調査時に生息を

確認（足跡）した第１期工区西側とした。 

 

５－２－３ 調査方法 

調査は、事業実施区域及びその周辺を任意に踏査し、足跡、糞等のフィールドサインによる

生息確認を実施するとともに、８倍程度の双眼鏡を用いて本種の確認に努めた。 
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５－２－４ 調査結果 

調査を行った結果、本種の生息は確認できなかった。 

なお、事後調査開始後からの本種の確認状況を表３－５－２に示したが、事後調査開始後、

本種の生息を確認したことはない。 

本種の生息環境は本来標高の高い山地であることから、現況調査時に当該地域近辺で確認さ

れたことは偶然性が高いと考えられる。したがって、本調査において生息が確認されないこと

が必ずしも事業の実施による影響であるとは考えられない。 

 

表３－５－２ ニホンカモシカ確認状況 

 H22 H20 H19 H18 H17 H16 H15 H14 

ニホンカモシカ × × － × － × × × 

※：確認状況の「×」は確認できず、「－」は調査を実施していないことを示す。 
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図３－５－１ ニホンカモシカ調査ルート 

凡 例 

：調査ルート 

：事業実施区域 
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５－３ オオタカ、ハイタカ、クマタカ、チゴハヤブサ 

５－３－１ 調査年月日及び調査方法、調査対象種 

調査年月日及び調査方法、調査対象種は表３－５－３に示したとおりである。 

調査は、定点観察により行い、対象種が確認された場合には各調査員が無線機を用いて連絡

を取り合い、より詳細に行動を記録することとした。 

調査にあたっては、８倍程度の双眼鏡及び 25 倍程度の望遠鏡を用いた。 

 

表３－５－３ 調査年月日及び調査方法 

調査年月日 調査時間 調査方法 対象種 

平成 22 年４月 30 日 

平成 22 年５月 21 日 

平成 22 年６月 18 日 

平成 22 年７月 23 日 

8:00～16:00 
ｵｵﾀｶ 

（第２期工区対象） 

平成 23 年２月 ２日 8:00～16:00 

定点観察調査 

ｵｵﾀｶ、ﾊｲﾀｶ、ｸﾏﾀｶ、ﾁｺﾞ

ﾊﾔﾌﾞｻ 

 

５－３－２ 調査地点及び調査範囲 

調査地点は表３－５－４及び図３－５－２に示したとおりであり、４月から７月調査では、

関工区予定区域及び周辺でのオオタカの利用状況が把握できるよう地点を設定した。 

２月の調査時には事業実施区域を広く見渡せる４地点を設定した。 

 

表３－５－４ 調査地点 

調査年月日 調査地点 

平成 22 年４月 30 日 

平成 22 年５月 21 日 

平成 22 年６月 18 日 

平成 22 年７月 23 日 

地点２、３、４、５

平成 23 年２月 ２日 地点２、６、７、８
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図３－５－２ オオタカ等調査地点 

 

凡 例 

●：定点観察地点 

：事業実施区域 

●４ 

●２ 

●１ 

３● 

●５ 

●６ 

●７ 
●８ 
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５－３－３ 調査結果 

オオタカの繁殖期を対象とした平成 22 年４月から７月の調査の結果、本種の生息及び繁殖を

確認することはできなかった。 

また、オオタカ、ハイタカ、クマタカ、チゴハヤブサを対象に実施した、平成 23 年２月の調

査では、表３－５－５に示したとおり、オオタカ、ハイタカの飛翔を確認した。確認位置は図

３－５－３に示したとおりである。 

確認状況はいずれも飛翔のみで、繁殖を示唆する行動（ディスプレイや巣材運び等）は確認

できなかった。 

なお、今回確認できなかったクマタカについては、高地を好む種であり、当該地域は本来の

クマタカの生息域ではないと考えられる。しかし、行動圏の広い種であることから、今後も生

息が確認される可能性はある。 

チゴハヤブサについては、現況調査時では春の渡り期に移動途中の個体を確認したものと考

えられることから、今後も渡り期を中心に確認されることが考えられる。 

 

なお、第２期工区（関工区）を対象として平成 20 年度より実施しているオオタカ調査のこれ

までの確認状況は表３－５－６に、本事後調査のはじまった平成 14 年度以降のオオタカ等の確

認状況は表３－５－７に示したとおりである。 

 

表３－５－５ 生息確認状況 

№ 調査年月日 種 名 雌雄・齢 確認時間 確認状況 

１ ハイタカ 不明・不明 9:59～10:01 
旋回飛翔中のノスリに攻撃する

が、すぐに林内へ降下して消失。

２ ハイタカ 雌・成鳥 10:25～10:26
旋回をしながら東方向へ飛去し

た。 

３ オオタカ 不明・不明 10:50～10:51
事業実施区域北西側区域外の山肌

にそって南下する。林で消失。 

４ ハイタカ 不明・不明 11:59～12:02
「１」と同様の場所に出現。トビ

を攻撃するが、すぐに林内へ消失。

５ 

平成 23 年 

２月２日 

ハイタカ 雄・成鳥 13:55～13:56

「４」と同様の場所に出現。北東

方向へ旋回しながら飛翔し、林で

消失した。 

※：表中の№は、図３－５－３の№に対応する。 
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図３－５－３ オオタカ・ハイタカ確認位置 

凡 例 

   ：オオタカ飛翔軌跡 

   ：ハイタカ飛翔軌跡 

：事業実施区域 

３ 

２

１ 

５ ４



 38

表３－５－６ オオタカ確認状況（第２期工区対象：４月～７月調査） 

調査年度 H22 H21 H20 

オオタカ × × ○ 

※：確認状況の「○」は生息を確認、「×」は確認できず、「－」は調

査を実施していないことを示す。 

 

表３－５－７ 対象種確認状況（平成 23 年２月調査） 

 H22 H20 H19 H18 H17 H16 H15 H14 

オオタカ ○ ○ － × － ○ ○ ○ 

クマタカ × × － ○ － × × × 

ハイタカ ○ ○ － ○ － × × × 

ﾁｺﾞﾊﾔﾌﾞｻ × × － × － × × × 

※：確認状況の「○」は生息を確認、「×」は確認できず、「－」は調査を実施していないことを示す。 
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５－４ ヤマセミ、サンコウチョウ、チュウサギ、サンショウクイ 

５－４－１ 調査年月日及び調査方法 

調査年月日及び調査方法は表３－５－８に示したとおりである。 

調査は、調査範囲内を任意に踏査し、対象種の生息の確認に努めた。 

また、調査にあたっては８倍程度の双眼鏡を用いた。 

 

表３－５－８ 調査年月日及び調査方法 

対象種 調査年月日 調査方法 

ヤマセミ 

サンコウチョウ 

サンショウクイ 

チュウサギ 

平成 22 年６月 30 日 任意観察調査 

 

５－４－２ 調査地点及び調査範囲 

調査地点は図３－５－４に示したとおり、事業実施区域西側の残地等を中心に実施した。 
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図３－５－４ ヤマセミ等任意観察の主な踏査ルート 

 

凡 例 

    ：任意観察調査の主な踏査ルート 

 ：事業実施区域 
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５－４－３ 調査結果 

現地調査の結果、調査対象とした４種（チュウサギ、ヤマセミ、サンコウチョウ、サンショ

ウクイ）はいずれも生息を確認することができなかった。 

なお、これらの４種は今回の調査では生息を確認することができなかったが、当該地域の周

辺にはこれらの種の生息環境が維持されており、今後も生息の可能性があると考えられるため、

引き続き調査を実施していくこととする。 

調査対象４種（ヤマセミ、サンコウチョウ、チュウサギ、サンショウクイ）の平成 14 年度以

降の確認状況を表３－５－９に示した。 

 

表３－５－９ 確認状況 

調査年度 H22 H20 H19 H18 H17 H16 H15 

ﾔﾏｾﾐ × × － × － × × 

ｻﾝｺｳﾁｮｳ × × － × － × × 

ﾁｭｳｻｷﾞ × ○ － ○ － ○ ○ 

ｻﾝｼｮｳｸｲ × × － × － × × 

※：確認状況の「○」は生息を確認、「×」は確認できず、「－」は調査を実施していな

いことを示す。 
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５－５ モリアオガエル 

５－５－１ 調査年月日及び調査内容 

平成 16 年度に卵塊を移殖した溜池（２ヶ所）と、事業実施区域内（１ヶ所：未着工区域内）

及び隣接する溜池（２ヶ所）においてモリアオガエルの生息確認調査（卵塊確認調査）を実施

した。 

また、事業実施区域内の溜池において卵塊を確認した場合には可能な限り移殖を行うことと

した。 

調査年月日及び調査内容は表３－５－10 に示したとおりである。 

 

表３－５－10 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 22 年６月 22 日 生息（卵塊）確認調査及び移殖調査 

 

５－５－２ 調査場所 

調査場所は図３－５－５に示した第１期工区内及び隣接する溜池とした。 

 

５－５－３ 調査方法 

溜池周囲の樹林等を目視により観察し、本種の卵塊の有無について調査した。また、確認し

た卵塊は出来る限り採集（高所にあり採集不能な卵塊等を除く）し、２ヶ所の溜池に移殖した。 
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５－５－４ 調査結果 

調査を行った移殖池以外の溜池３ヶ所のうち、事業実施区域内の溜池において計 19 卵塊を確

認した。 

また、移殖池では、北側の溜池（事業実施区域内）で９卵塊を確認し、西側の溜池（事業実

施区域に隣接）では２卵塊を確認した。 

北側の溜池（移殖池）では表３－５－11 に示したとおり、継続して卵塊を確認しており、同

池に定着したとも考えられるが、確認卵塊数が減少しているため、今後も継続して調査を実施

していくこととする。 

なお、事業実施区域内の溜池で確認した 19 卵塊のうち、今回の調査では４卵塊が採取できた

ため、西側の移殖池に移殖を行った。 

確認位置及び卵塊数等は図３－５－６に示したとおりである。 

 

表３－５－11(1) モリアオガエル確認状況 

調査年度 H22 H21 H20 H19 H18 

確認地点数 ３ ３ ２ ３ ７ 

確認卵塊数 

30 

（うち、４

卵塊移殖） 

28 

（うち、３

卵塊移殖）

17 

(うち、３

卵塊移殖)

13 

(移殖卵塊

なし) 

26 

(うち、８

卵塊移殖) 

移殖池（北側）

確認卵塊数 
９ ６ ４ ３ ５ 

移殖池（西側）

確認卵塊数 
２ ４ ０ ０ ０ 

※１：「確認地点数」には、「移殖池」も含む。 

※２：「確認卵塊数」には、「移殖池」での確認卵塊数も含む。 

※３：「移殖池での確認卵塊数」には、その日に移殖した卵塊は含まない。 

 

表３－５－11(2) モリアオガエル確認状況 

調査年度 H17 H16 H15 H14 

確認地点数 13 11 16 

確認卵塊数 

移殖池のみ

調査を実施
137 

(うち、118

卵塊移殖)

52 69 

移殖池（北側）

確認卵塊数 
11 

移殖池（西側）

確認卵塊数 
１ 

移殖池での

調査は実施

していない

移殖池での

調査は実施

していない

移殖池での

調査は実施

していない 

※１：「確認地点数」には、「移殖池」も含む。 

※２：「確認卵塊数」には、「移殖池」での確認卵塊数も含む。 

※３：「移殖池での確認卵塊数」には、その日に移殖した卵塊は含まない。 
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図３－５－５ モリアオガエル調査場所 

 

凡 例 

●：調査地点（溜池） 

▲：移殖地点（溜池） 

● 

▲ 

▲

● 

●
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図３－５－６ モリアオガエル卵塊確認地点及び卵塊移殖地点 

 

 

● 

▲ 

● 

▲
●

凡 例 

●：卵塊確認地点（溜池）

▲：卵塊移殖地点（溜池）

※図中の数字は確認卵塊数を、丸

付き数字は移殖用に採取した卵

塊数を示す。

19④ 
9

0

2（新たに４卵塊を移殖）

0 
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５－６ ハルゼミ 

５－６－１ 調査年月日及び調査内容 

事業区域及び周辺において、ハルゼミの生息確認調査（鳴声確認調査）を実施した。 

調査年月日及び調査内容は表３－５－12 に示したとおりである。 

 

表３－５－12 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 22 年６月 28 日 生息確認調査 

 

５－６－２ 調査場所 

調査場所は図３－５－７に示した第１期工区及びその周辺とした。 

 

５－６－３ 調査方法 

調査は、本種の鳴声を録音したテープの再生により共鳴させる方法で生息の確認に努めた。 

 

５－６－４ 調査結果 

調査を行った結果、ハルゼミの生息を確認することはできなかった。 

本種はアカマツの生育に依存する種であることから、健全なアカマツが減少するれば本種も

減少することとなる。当該地域も他の多くの地域と同様にマツクイムシ等によりマツ枯れが多

く見られている。 

なお、本事後調査のはじまった平成 14 年度以降のハルゼミの確認状況は表３－５－13 に示

したとおりである。 

 

表３－５－13 ハルゼミ確認状況 

調査年度 H22 H20 H19 H18 H17 H16 H15 H14 

ハルゼミ 

確認状況 
× ○ － ○ － ○ ○ ○ 

※：確認状況の「○」は生息を確認、「－」は調査を実施していないことを示す。 
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図３－５－７ ハルゼミ調査の主な調査ルート及び確認地点 

凡 例 

   ：踏査ルート 
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５－７ ゲンジボタル 

５－７－１ 調査年月日及び調査内容 

事業区域周辺において、ゲンジボタル（成虫）の生息確認調査を実施した。 

また、成虫を確認したエリアを中心にゲンジボタルの幼虫の調査も実施した。 

調査年月日及び調査内容は表３－５－14 に示したとおりである。 

 

表３－５－14 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 22 年 ６月 10 日 成虫生息確認調査 

平成 23 年 ３月 13 日 幼虫確認調査 

 

５－７－２ 調査場所 

成虫・幼虫の調査ルートは図３－５－８に示した第１期工区周辺の河川及び水路等とした。 

 

５－７－３ 調査方法 

成虫調査は事業実施区域周辺の河川及び水路等を夜間に任意踏査し、目視または補虫網によ

り捕獲し本種の確認に努めた。 

幼虫については、成虫確認場所周辺を中心に、河川・水路内の礫等を足で攪拌し、その下流

側にタモ網を受け、流れに乗って流下する幼虫を掬い取る方法で本種の確認に努めた。 

 

５－７－４ 調査結果 

調査を行った結果、図３－５－９に示したとおり事業実施区域東側の椋川周辺６ヶ所で計 19

個体の成虫を確認した。 

確認状況は、いずれの地点も１～５個体と、生息密度は低い状態であった。 

また、成虫確認場所を中心に実施した幼虫調査においては、椋川の１地点において、２個体

の幼虫を確認した。 

なお、本事後調査のはじまった平成 14 年度以降のゲンジボタルの確認状況は表３－４－15

に示したとおりである。 

 

表３－５－15 ゲンジボタル確認状況 

調査年度 H22 H20 H19 H18 H17 H16 H15 H14 

ゲンジボタル 

確認状況 
○ ○ － ○ － ○ ○ ○ 

※：確認状況の「○」は生息を確認、「－」は調査を実施していないことを示す。 
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図３－５－８ ゲンジボタル（成虫・幼虫）調査ルート 

 

凡 例 

    ：成虫調査ルート

    ：幼虫調査ルート
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図３－５－９ ゲンジボタル確認地点 

●

●

●

３ 

凡 例 

 ●  ：成虫確認地点 

 ▲  ：幼虫確認地点 

※図中の数字は確認個体数 

３
３

１

●

４

５

▲ ２ 
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５－８ クロシオハマキ 

５－８－１ 調査年月日及び調査内容 

事業実施区域において、クロシオハマキ（成虫）の生息確認調査をライトトラップ（カーテ

ン法）調査により実施した。 

調査年月日及び調査内容は表３－５－16 に示したとおりである。 

 

表３－５－16 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 22 年７月８日 

（18:40～22:30） 

ライトトラップ（カーテン法）

による生息確認調査 

 

５－８－２ 調査場所 

調査場所は図３－５－10 に示した第１期工区内の１地点で実施した。 

 

５－８－３ 調査方法 

調査場所の林縁部に約２ｍ×３ｍの白幕を張り、光源としてブラックライト、ケミカルライ

ト各１本（各 20ｗ）、青色蛍光灯２本（各 20ｗ）を設置し、日没から４時間点灯して誘引され

る本種の確認に努めた。 

 

５－８－４ 調査結果 

調査を行った結果、クロシオハマキは確認できなかった。 

事業実施区域内はほとんどが改変され、本種の生息環境である樹林地は事業実施区域内には

北西部を除き、ほとんど見られなくなった。このため、本種は安定した生息環境を求め、事業

実施区域外へ生息場所を移動したものと考えられる。 

なお、本事後調査のはじまった平成 14 年度以降のクロシオハマキの確認状況は表３－５－17

に示したとおりである。 

 

表３－５－17 クロシオハマキ確認状況 

調査年度 H22 H20 H19 H18 H17 H16 H15 H14 

クロシオハマキ 

確認状況 
× × － ○ － × × × 

※：確認状況の「○」は生息を確認、「－」は調査を実施していないことを示す。 
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図３－５－10 ライトトラップ調査地点 

凡 例 

 ● ：ライトトラップ設

置位置 

 

● 
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５－９ ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ、ﾂﾏｼﾞﾛｳﾗｼﾞｬﾉﾒ、ｵｵﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ、ﾊﾈﾋﾞﾛｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ、ｲﾄｳﾊﾊﾞﾁ、ｲｼｶﾞｹﾁｮｳ 

５－９－１ 調査年月日及び調査内容 

事業実施区域及び周辺において、ツマグロキチョウ等の昆虫類について生息確認調査を実施

した。 

調査年月日及び調査内容は表３－５－18 に示したとおりである。 

 

表３－５－18 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 対象種 調査内容 

平成 22 年７月８日 

ツマグロキチョウ 

ツマジロウラジャノメ 

オオヒョウタンゴミムシ

ハネビロエゾトンボ 

イトウハバチ 

平成 22 年９月 13 日 イシガケチョウ 

生息確認調査 

 

５－９－２ 調査場所 

調査場所は図３－５－11 に示した第１期工区及びその周辺で実施した。 

 

５－９－３ 調査方法 

林縁部や放棄水田等を任意に踏査し、捕虫網を用いての捕獲又は目視により対象種の確認に

努めた。 

 

５－９－４ 調査結果 

調査を行った結果、ツマグロキチョウ等、調査対象とした昆虫類の生息は確認できなかった。 

これらの種については、現況調査時に偶然確認されたものであると考えられ、当該地域には

本来これらの種の生息環境は存在しないと考えられる。したがって、今後も調査は事後調査計

画に基づき継続して実施するものの、確認される可能性は極めて低いと考えられる。 

なお、調査対象６種（ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ、ﾂﾏｼﾞﾛｳﾗｼﾞｬﾉﾒ、ｵｵﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ、ﾊﾈﾋﾞﾛｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ、ｲﾄｳﾊﾊﾞﾁ、

ｲｼｶﾞｹﾁｮｳ）の平成 14 年度以降の確認状況を表３－５－19 に示した。 

 

表３－５－19 確認状況 

調査年度 H22 H20 H19 H18 H17 H16 H15 H14 

ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ × × － × － × × × 

ﾂﾏｼﾞﾛｳﾗｼﾞｬﾉﾒ × × － × － × × × 

ｵｵﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ × × － × － × × × 

ﾊﾈﾋﾞﾛｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ × × － × － × × × 

ｲﾄｳﾊﾊﾞﾁ × × － × － × × × 

ｲｼｶﾞｹﾁｮｳ × × － × － × × × 

※：確認状況の「○」は生息を確認、「×」は確認できず、「－」は調査を実施していないことを示す。 
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図３－５－11 ツマグロキチョウ等調査ルート 

 

凡 例 

    ：調査ルート 
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６．特筆すべき水生生物 

第１期工区の事業の実施が、特筆すべき水生生物の生息に与える影響を把握するために調査を

実施した。 

 

６－１ 調査年月日及び調査内容 

事業実施区域内の溜池、水路及び周辺の水路等において、カワバタモロコ等特筆すべき水生

生物の生息確認調査を実施した。 

調査年月日及び調査内容は表３－６－１に示したとおりである。 

 

表３－６－１ 調査対象種別調査年月日及び調査内容 

調査対象種 調査年月日 調査内容 

ホトケドジョウ 

メダカ 

アカザ 

カワバタモロコ 

マダラシマゲンゴロウ 

平成 22 年６月 22 日 生息確認調査 

 

６－２ 調査場所 

調査場所は図３－６－１に示した第１期工区内の溜池、水路及び周辺の水路等で実施した。 

 

６－３ 調査方法 

溜池については、カゴ網と目視やタモ網等によりカワバタモロコ等の生息確認を実施した。 

水路等については、タモ網を用いて任意にホトケドジョウ等の生息確認を実施した。 
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６－４ 調査結果 

調査を行った結果、今回調査対象とした特筆すべき水生生物５種（カワバタモロコ、ホトケ

ドジョウ、メダカ、アカザ、マダラシマゲンゴロウ）のうち、ホトケドジョウを図３－６－２

に示した事業実施区域西側の水路において９個体、椋川において１個体確認した。 

その他の特筆すべき水生生物については確認できなかったが、当該事業実施区域内のため池

については１ヶ所を除いて全て消失していることから、これらの種の生息環境は周辺の水路及

び河川に限定されると考えられる。 

しかしながら、これらの河川等の環境は現況調査当時と大きく変化はしていないことから、

今回確認されなかった種については、工事の影響を受け、一時的に生息場所を移動しているも

のと考えられ、また時間の経過とともに、当該地域に戻ってくるのではないかと考えられる。 

なお、調査対象５種（カワバタモロコ、ホトケドジョウ、メダカ、アカザ、マダラシマゲン

ゴロウ）の平成 14 年度以降の確認状況を表３－６－２に示した。 

 

表３－６－２ 確認状況 

調査年度 H22 H20 H19 H18 H17 H16 H15 H14 

ｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺ × × － × － × × ○ 

ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ ○ ○ － ○ － ○ ○ ○ 

ﾒﾀﾞｶ × × － × － × × × 

ｱｶｻﾞ × × － × － × × × 

ﾏﾀﾞﾗｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ × × － × － × × × 

※：確認状況の「○」は生息を確認、「×」は確認できず、「－」は調査を実施していないことを示

す。 
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図３－６－１ 水生生物溜池調査地点及び水路等調査場所 

 

凡 例 

   ：水路調査場所 

 ● ：ため池調査場所 

● 

● 

● 

●
●
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図３－６－２ ホトケドジョウ確認位置 

 

 

 

凡 例 

   ：ホトケドジョウ確認位置 

    （○付き数字は確認個体数）

①

⑨ 
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第４章 事後調査を担当した者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在 

 

区分 調査項目 調査機関の名称等 

事後調査 

水 質 

悪 臭 

特筆すべき植物 

陸生動物 

特筆すべき動物 

特筆すべき水生生物 

財団法人 三重県環境保全事業団 

理事長 油家 正 

三重県津市河芸町上野 3258 番地 
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